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①国土交通省
近畿地方整備局
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特定都市河川のお悩み解決に向けて！
～西日本ブロック特定都市河川浸水被害対策法に関する実務担当者会議を開催～

-流域治水推進室- R6.2.6

【問い合わせ先】

気候変動による洪水の頻発化・激甚化に備え、「特定都市河川浸水被害対策法」の枠組みを活用した
流域治水の本格的実践が不可欠です。
令和3年の本法改正以降、特定都市河川指定が全国的に大きく進んでおり、今後も指定河川の拡大が
見込まれます。このため、近畿、中国、四国、九州、沖縄の西日本ブロックでは、各種施策の担い手となる自
治体の実務担当者や整備局等が一同に介し、本制度の円滑な活用促進・横の連携構築のため、実務担
当者会議を開催しました。会議では、事前に寄せられた多くの議題に対して活発な意見交換がなされました。

近畿地方整備局 流域治水推進室
〒540-8586大阪市中央区大手前3-1-41 大手前合同庁舎 TEL 06-6945-6355

■日  時  〔会議〕令和6年2月6日（火）14:00～17:00
〔現地〕令和6年2月7日（水） 9:30～10:30

■会  場 〔会議〕中国地整建政部棟 3階 第1・2会議室
〔現地〕大州雨水貯留池（マツダスタジアム地下）

■参加者  対面：約70名、WEB：約250名
■次  第
○本省からの連絡事項
○各地域の取り組み紹介 広島県、愛媛県、佐賀県
○先行事例紹介
・雨水浸透阻害行為に係る許可審査事務（大阪府,大阪市,東大阪市）
・区域指定の検討状況（奈良県）
○提案議題検討

開 催 概 要

＜意見交換・事例共有の主な内容＞
①雨水浸透阻害行為に係る許可審査事務の体制について
・県で審査マニュアルを作成し、審査事務を移譲している市に活用頂いている。必要に応じ、市からの相談を受け付け。
・許可審査事務を専任で行う職員1名、他業務との兼務で2名の計3名体制で年間100件以上の事務を遂行。窓口や記載
項目・書類不備の事務的チェックのため、非常勤職員の導入事例もあり（技術的判断は土木職員が担当）。
・開発規模に応じて、本庁と出先で役割分担しながら体制構築することを検討中。
②雨水浸透阻害行為の許可審査の基準について
・流出係数等について、条例等により独自に基準を持っている場合においても、法・独自基準の双方を包含する調整池等を
整備するよう事業者に対して指導している事例が多数。
・プラスチック製の貯留施設等、民間では新技術の開発も進んでおり、許可側の知見のアップデートも必要。
・開発規模を分割・時期をずらして申請する申請逃れや、無許可開発への対応について先行自治体より紹介あり。
見落としを防ぐため、他部局との日頃からの連携・情報共有や開発行為に対してまずは一報が入る環境づくりが重要。

③その他
・困りごとを気軽に相談し合える、担当者間のネットワークを構築することは重要。

休憩時間や終了後、担当者間で名刺交換や質問等を行う姿も多数見られた

見学者限定
マンホールカード

貯留池内の様子 貯留量：1.4万m3（1/10規模対応） 作業車両が通行する広い管廊

8t汚泥吸引車が乗り入れ可能な
作業車両用エレベーター

○現地視察（会議翌日）
広島市案内のもと、大州雨水貯留池を視察
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②財務省
近畿財務局
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③林野庁
近畿中国森林管理局

13



情　報　提　供

令和６年３月

林野庁　近畿中国森林管理局
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１．山地災害の発生状況
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近年の山地災害等の発生状況

平成２２年から令和５年の山地災害等の発生箇所数及び被害額は下記のとおり。

※林道施設等の被害を含む

令和５年12月31日時点

東日本大震災
（宮城、福島、岩手ほか）

3,365箇所
1,650億円

紀伊半島豪雨（台風第12号）
（奈良、和歌山、三重ほか）

6,099箇所
985億円

平成30年7月豪雨
（広島、高知、愛媛ほか）

12,663箇所
1,644億円

北海道胆振
東部地震

410箇所
471億円

熊本地震
2,206箇所

432億円

九州北部豪雨
（福岡、大分ほか）

2,649箇所
352億円

令和元年東日本台風
（台風第19号）

（宮城、福島、栃木ほか）
12,148箇所

717億円

令和２年７月豪雨
（熊本、長野、大分ほか）

10,462箇所
956億円

被
害
箇
所
数

被
害
額

（
億
円
）
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令和５年の山地災害等の都道府県別発生状況

【凡例】山地災害等被害額

■＝被害額 50億円以上

■＝被害額 20  ～ 50億円未満

■＝被害額 10  ～ 20億円未満

■＝被害額 1 ～ 10億円未満

■＝被害額 1億円未満

令和５年12月31日時点

山地災害等の発生状況

林地荒廃 1,283箇所 490億円

治山施設 161箇所 65億円

林道施設等10,249箇所 372億円

合計 11,693箇所 927億円

MAFF-SAT（治山技術者）による緊急調査

5月石川地震、6月～7月梅雨災害、8月台風第7号
○林野庁及び森林管理局のMAFF-SAT(治山技術者等)
による現地調査や技術支援を実施

すずし しょういんまち おかた

5/5 石川県珠洲市正院町岡田
山腹崩壊により家屋が被災

おおのし かみうちなみ

4/4 福井県大野市上打波
山腹崩壊により県道が被災

しもいなぐん てんりゅうむら

6/2 長野県下伊那天龍村
林道の路体が崩落

なかぐん なかちょう

6/2 徳島県那賀郡那賀町
林道の法面が崩壊

いとぐん かつらぎちょう

6/2 和歌山県伊都郡かつらぎ町
山腹斜面の崩壊

さまにぐんさまにちょう

10/5 北海道様似郡様似町
山腹崩壊により国道へ土砂流出

しんしろし しもよしだ くろぶち

6/2 愛知県新城市下吉田字黒淵
山腹斜面の崩壊、林道の路体流出

おおしまぐん せとうちちょう

6/21 鹿児島県大島郡瀬戸内町
山腹崩壊により農地等が被災

なかにいかわぐん たてやまちょう

5/8 富山県中新川郡立山町
山腹斜面の崩壊 しまだし かわねちょう ささまど

6/2 静岡県島田市川根町笹間渡
県道へ土砂流出

なかつし やまくにまち

7/10 大分県中津市山国町
林道の舗装流出

あさくらぐん とうほうむら

7/10 福岡県朝倉郡東峰村
山腹斜面により店舗等へ土砂流出

なごし

8/6 沖縄山県名護市
林道の路体崩落

からつし ななやま いけばる

7/10 佐賀県唐津市七山池原
山腹崩壊により県道へ土砂流出

あきたし そえがわ

7/15 秋田県秋田市添川
山腹崩壊により人家等へ土砂流出

にしもろかたぐん たかはるちょう ひろわら たけやしき

8/9 宮崎県西諸県郡高原町広原竹屋敷
山腹崩壊により家屋や農地等へ土砂流出

よしのぐん とつかわむら すぎせ

8/15 奈良県吉野郡十津川村杉清
治山施設（山腹工）の被災

しずおかし あおいく もろこざわ

8/22 静岡県静岡市葵区諸子沢
大雨の影響により地すべりが発生
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２．令和６年度 林野関係予算の概要



＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞
１．多様化する災害に対応した治山対策の推進
① 流木災害の頻発・多様化を踏まえ、各事業で実施可能な流木対策メニューを
充実し対応力を強化することにより、被害の防止・軽減を図ります。
② レーザ計測等を活用した調査と工事を一体的に行う山地災害重点地域総合対策
事業において、山地災害危険地区の点検も可能にし、効率的な対策を推進します。
③ 災害の広域化や復旧期間の長期化等を踏まえ、災害復旧事業に引き続き実施
する事業の実施期間の設定条件を見直します。

このほか、農山漁村地域整備交付金において、
④ 局地的な大雪の発生や被害が懸念される中、林地荒廃防止事業の対象地域に
特別豪雪地帯を追加し、積雪地域の治山対策を強化します。
⑤ 学校や病院等の公共施設を保全する治山施設の機能強化対策を強化します。

２．生態系を活用した防災・減災（Eco-DRR）等の強化
① 流域保全総合治山事業において、流域治水との連携拡大に資する2級水系に
対応した要件や森林の循環利用に資する木材利用を必須とする要件を追加します。
② 海岸防災林の機能の適切な発現・強化のため、防災林造成事業において、
生育基盤盛土の整備が対象であることを明確化します。

※ このほか、治山事業におけるICT化を推進するとともに事業実施主体の事務負担を
軽減するため、ICT施工の導入に伴う設計書の変更協議を簡素化します。

○多様化する災害に対応した治山対策の推進

ｇ

○生態系を活用した防災・減災（Eco-DRR）等の強化

［お問い合わせ先］林野庁治山課（03-6744-2308）

＜対策のポイント＞
豪雨や地震等に起因する山地災害から国民の生命・財産を守るため、流木対策や機能強化対策の充実など、多様化する災害に対応した治山対策を図る

とともに、流域治水との連携拡大や生態系を活用した防災・減災（Eco-DRR）等の強化により、国土強靱化に向けた取組を推進します。

＜事業目標＞
周辺の森林の山地災害防止機能等が適切に発揮された集落の増加

治山事業＜公共＞

国 都道府県
1/2等

※ 国有林や民有林のうち大規模な山腹崩壊地等においては、直轄で実施

＜事業の流れ＞

頻発・多様化する流木災害 積雪地域の治山対策の強化機能強化対策の強化

２級水系への流域治水の連携拡大とEco-DRRの強化

【令和６年度予算概算決定額 62,351（62,291）百万円】
（令和５年度補正予算額 26,800百万円）
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＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞

１．間伐や再造林、路網整備等

① 花粉発生源対策としてスギ人工林の伐採・植替え等を推進するととも
に、間伐や再造林等の省力化・低コスト化を進めます。

② 林業適地等における林道の開設・改良等を支援します。
③ 林道整備と併せて行う幅員が狭い農道の一体的な改良を支援します。

２．豪雨・台風等による被害を受けた森林等の整備、林道の強靱化

① 豪雨・台風等による被害を受けた森林や奥地水源林、重要インフラ
施設周辺の森林等について、公的主体による復旧・整備を推進します。
② 防災上重要な幹線林道の開設・改良や林道施設の老朽化対策を支
援し、林道の強靱化を推進します。

低コスト造林による
再造林面積の確保

森林整備事業＜公共＞

＜対策のポイント＞
花粉発生源対策としてスギ人工林の伐採・植替え等を推進するとともに、森林吸収源の機能強化・国土強靱化に向けて、間伐、主伐後の再造林、幹線と
なる林道の開設・改良等を着実に推進します。

＜事業目標＞
○ 森林吸収量の確保に向けた間伐の実施（45万ha［令和３年度から令和12年度までの10年間の年平均］）
○ スギ花粉の発生量の削減（令和２年度比 約２割削減［令和15年度まで］、５割削減［令和35年度まで］）

＜事業の流れ＞

［お問い合わせ先］林野庁整備課（03-6744-2303）

国
都道府県、市町村、森林所有者等

1/2、3/10等

定額
（１の事業、２の事業の一部）

（２の事業の一部）

※ 国有林においては、直轄で実施
国立研究開発法人森林研究・整備機構

豪雨・台風等による被害を受けた森林等の整備、林道の強靱化

路網整備の推進に
より再造林等を後押し

【令和６年度予算概算決定額 125,370（125,249）百万円】
(令和５年度補正予算額 47,701百万円)

●林道整備と併せて行う農道改良

幅員が狭い箇所

大型トラック等が通行できない林道手前の農道を、林道
整備と併せて改良

急なカーブ

森林資源の
適正な管理

公益的機能の持続的発揮

間伐や再造林、路網整備等

重要インフラ施設周辺の森林や奥地水源林等に
ついて、公的主体による復旧・整備を推進

奥地水源林 法面の整備等による防災機能の強化道路に近接する森林

防災上重要な幹線林道の開設・改良等による林道
の強靱化

●花粉発生源対策
スギ人工林において伐採・植替えの一貫作業等を支援

一貫作業の実施

＜林業適地等における対応＞

20



＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞

１．荒廃山地・渓流の緊急的な復旧整備
令和５年の梅雨前線や台風による大雨等により荒廃した山地・渓流について、

下流への被害を防止するための緊急的な復旧整備を推進します。

２．激甚化する災害を踏まえた防災・減災対策
山地災害危険地区や氾濫した河川上流域等を対象に、森林の有する土砂流出

防止機能や水源涵養機能等の適切な発揮のため、流域治水の取組等とも連携し
つつ、流木、土石流、山腹崩壊の発生を抑制する治山施設の整備等を推進します。

［お問い合わせ先］林野庁治山課（03-6744-2308）

治山施設の設置等による防災・減災対策＜公共＞

＜対策のポイント＞
豪雨・地震等に起因する山地災害から国民の生命・財産を守るため、令和５年の梅雨前線や台風に伴う大雨等により荒廃した山地・渓流の復旧整備を

推進するとともに、山地災害危険地区や氾濫した河川の上流域等において、治山施設の整備等による防災・減災対策を推進します。

＜事業目標＞
周辺の森林の山地災害防止機能等が適切に発揮された集落の増加（約56.2千集落［平成30年度］→約58.6千集落［令和５年度まで］）

＜事業の流れ＞

国 都道府県
1/2等

【令和５年度補正予算額 26,800百万円】

山地災害危険地区のうち、特に緊要度の高いエリアにおける治山施設の整備

※ 国有林、民有林のうち大規模な山腹崩壊地等においては、直轄で実施

土砂の流出・侵食を防止し、
森林の保水機能を向上

筋工・柵工と組み合わせた
保安林整備

流木捕捉式治山ダムの設置

土砂流出を防止する治山ダム群の整備21



＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞

１．防災・保水機能を高めるための森林整備
森林の防災・保水機能を発揮させるため、流域治水の取組等とも連携しつつ、山

地災害危険地区や重要なインフラ周辺等のうち特に緊要度の高いエリア、 氾濫し
た河川上流域等を対象に間伐、再造林等の森林整備を推進します。

２．防災機能の強化に向けた路網整備
強靱で災害に強い林道の開設・改良等を推進します。

【令和５年度補正予算額 17,200百万円 】
＜対策のポイント＞
森林の防災・保水機能の発揮のため、山地災害危険地区周辺や氾濫した河川の上流域等における間伐等の森林整備のほか、防災機能の強化に向けた
林道の開設・改良等を推進します。

＜事業目標＞
森林吸収量2.7％（平成25年度総排出量比）の確保に向けた間伐の実施（令和３年度から令和12年度までの10年間の年平均：45万ha）

＜事業の流れ＞

国
都道府県、市町村、森林所有者等

1/2、3/10等

定額

（１、２の事業）

（１の事業の一部）

※ 国有林においては、直轄で実施

国立研究開発法人森林研究・整備機構

実施前 実施後

森林整備による防災・減災対策＜公共＞

実施前 実施後

防災・保水機能を高めるための森林整備

実施前 実施後

［お問い合わせ先］林野庁整備課（03-6744-2303）

防災機能の強化に向けた路網整備
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④気象庁
大阪管区気象台
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線状降水帯の予測精度向上等にむけた取組の強化・加速化

国民ひとりひとりに危機感を伝え、防災対応につなげていく

「明るいうちから早めの避難」･･･ 段階的に対象地域を狭めていく

「迫りくる危険から直ちに避難」･･･ 段階的に情報の発表を早めていく

次期静止
気象衛星

「ひまわり」

(令和11年度
運用開始予定)

令和11(2029)年～

市町村単位で半日前 
 から提供

令和6(2024)年～

県単位で半日前
から予測

○○県では、△日未明から明
け方にかけて線状降水帯が発
生し、大雨となるおそれが
あります。

※来年から開始 イメージ

令和4(2022)年～

広域で半日前
から予測

令和5(2023)年～

最大30分程度
前倒しして発表

令和8(2026)年～

２～３時間前
を目標に発表

令和3(2021)年～

線状降水帯の発生を
お知らせする
情報を提供開始

「顕著な大雨に関する気象情報」について
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「顕著な大雨に関する気象情報」を最大30分程度前倒しして発表

 「顕著な大雨に関する気象情報」について、線状降水帯による大雨の危機感を少しでも
早く伝えるため、令和５年５月 25 日（木）から、これまで発表基準を実況で満たした
ときに発表していたものを、予測技術を活用し、最大 30 分程度前倒しして発表してい
ます。

線状降水帯の発生をお知らせする「顕著な大雨に関する気象情報」は、現在、10分先、20分先、30分先のいずれかにおいて、以下の基
準をすべて満たす場合に発表します。
① 前３時間積算降水量（5kmメッシュ）が100mm以上の分布域の面積が500km2以上
② ①の形状が線状（長軸・短軸比2.5以上）
③ ①の領域内の前３時間積算降水量最大値が150mm以上
④ ①の領域内の土砂キキクル（大雨警報(土砂災害)の危険度分布）において土砂災害警戒情報の基準を超過
（かつ大雨特別警報の土壌雨量指数基準値への到達割合8割以上）又は洪水キキクル（洪水警報の危険度分布）において警報基準を大
きく超過した基準を超過

11時50分、
10～30分先の解析で
線状降水帯を検知

12時20分、
現在時刻の解析で
線状降水帯を検知

顕著な大雨に関する和歌山県気象情報 第１号
令和５年６月２日１２時０１分
和歌山地方気象台発表

和歌山県北部では、線状降水帯による非常に激
しい雨が同じ場所で降り続いています。命に危
険が及ぶ土砂災害や洪水による災害発生の危
険度が急激に高まっています。

令和５年6月2日の事例

12時01分、情報発表
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⑤環境省
近畿地方環境事務所
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#1

①
知
る
機
会
を
増
や
す

取り組み・主対象

都賀川水難事故の記憶を風化させないよう、他機関と連係し、啓発教育を検討・実施

◎水難事故の啓蒙活動

｜地域｜個人｜企業・団体｜

③
行
動
を
誘
発
す
る

◎連携活動

｜地域｜個人｜

◎リスク情報等の提供

｜地域｜個人｜企業・団体｜

◎教育活動

｜地域｜個人｜

②
自
分
事
と
捉
え
る
こ
と
を
促
す

◎訓練活動

｜地域｜個人｜

◎計画策定

｜地域｜個人｜企業・団体｜

◎水災害対策の支援

｜個人｜

◎水防活動の支援

｜地域｜個人｜企業・団体｜

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

都賀川水難事故の啓発に
取り組む市民団体の取材

人と防災未来センターとの連携を
検討中、企画展示パネル案の作成

対象中学校での
事前授業

対象中学校での
振返り授業

中学校におけるゲリラ豪雨情報の活用実証授業の実施

参考様式
令和５年度：自分事化に向けた取組のロードマップ

X-RAINを用い
た観察と記録

風水害24ワークショップの実施
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#2

水災害のリスクや、流域治水について
知る機会を増やしていく。

①知る機会を増やす ②自分事と捉えることを促す ③行動を誘発する
水災害のリスクが自分事と捉えられ、流域に視野が広がる
きっかけを提供し、行動に向かう状況を創出する。

流
域
に
も
視
野
を
広
げ
る
（自
分
の
た
め
に
も
、
み
ん
な
の
た
め
に
も
）

水災害対策や、流域治水に関して実際に取り組みが行わ
れるよう、個人、企業・団体の行動を誘発していく。

流域治水に取り組む
主体が増える

自分事化に向けた取組のフォローアップ例

水難事故の啓蒙活動

教育活動

○都賀川水難事故に関する啓蒙

活動の検討（展示パネルの作成、

啓発パンフレットの作成・配布）

○人と防災未来センターとの連携

を検討中

○中学校におけるゲリラ豪雨情報

の活用実証授業の実施（7月～

11月）

対象：南宇治中学校、黄檗中学校

○X-RAINを活用したゲリラ豪雨発

生状況の観察・記録

参考様式

淀川水系流域治水協議会 （環境省）

ワークショップの実施

○風水気24ワークショップの実施

（１月23日）

○大規模風水害の接近から直撃・

通過までの24時間をリアルに体

験することを通じて、風水害発生

時に必要な知識を学び、適切な

判断や行動ができるプログラム
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＜推進体制＞

事業名：気候変動適応地域づくり推進事業（ゲリラ豪雨対策）

○ 気候温暖化に伴う局地的豪雨の増加による影響を踏まえ、その（人的・物的）被害を軽減するために策定し
た広域アクションプランに基づく適応策の推進を図る。関係者が参加するFU※分科会を開催・運営する。

○ 滋賀県、京都府及び関係市町村、大阪府、和歌山県、京都市、大阪市、地域適応センター（兵庫県他）、等
（環境部局に加え、一部の防災・危機管理系部局も参加。継続して参加募集中。） （※FU：フォローアップ）

環境省
近畿地方環境事務所

事業メニューの内容、イメージ

事業メニューの効果

事業メニューの実施事例

広域アクションプラン（R4年度策定）に含まれる適応アクション

ゲリラ豪雨対策FU分科会の設置
テーマ：局地的大雨による市街地
水災リスク増大への適応
気候変動の影響により、局地的豪
雨の頻度、強度が増してきており、将
来的にはさらに激甚化することが予想
されています。また、局地的豪雨によ
る災害の頻度・程度が増しています。
近畿地域では、XRAINによる降雨
の立体観測が高頻度で行われている
優位性があります。

（令和５年度の事業活動内容）
・分科会：12月21日(木)、10時～
・意見交換会：2月27日（火）
・中学校における実証：7月～11月
対象：南宇治中学校、黄檗中学校
・都賀川水難事故に関する啓蒙活
動の検討、等

a.施設のゲリラ豪雨対策の実施状況の整理と対策推進
主なターゲット：中小規模施設の施設管理者、公園管理者等（野外施設の管理者も含む）
アクションプラン：既存施設等のゲリラ豪雨対策状況のとりまとめと情報共有。中小規模施設等におけ

るゲリラ豪雨対策の推進。
b.ゲリラ豪雨関連情報の有効活用検討
主なターゲット：地方公共団体（環境系部局、危機管理部局、防災系部局、道路系部）関係者、

指定施設管理者、工事業者、教職員・生徒、一般住民
アクションプラン：豪雨関連情報のとりまとめ結果や利用方法に関するマニュアル作成と有効活用促進

広域連携での適切性、実行可能性・費用対効果の検証を踏まえ、広域アクションプランを策定

1

c.ゲリラ豪雨対策に関する啓発・教育
主なターゲット：地方公共団体（環境系部局、危機管理部局）、地域気候変動適応センター、

各府県地球温暖化防止活動推進センター、教職員・生徒、一般市民
アクションプラン：学校教育現場における啓発授業の実施や、啓発パンフレットの作成・配布
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お問合せ先：

2. 事業内容

3. 事業スキーム

1. 事業目的

■実施期間

■事業形態

4. 

気候変動影響評価・適応推進事業

事業イメージ

請負事業、委託事業

○気候変動の影響は国内外で既に現れており、さらに深刻化する可能性がある。
そのためパリ協定により、各国とも適応の取組が求められている。
○平成30年６月に気候変動適応法が成立し、適応策の推進は、骨太の方針、
クリーンエネルギー戦略等にも盛り込まれている政府の重要課題である。
○環境省の適応策に関する中核的取組として、以下の事業を実施する。
・気候変動影響評価及び適応計画進捗把握
・気候変動適応地域づくり推進事業
・パリ協定気候変動適応世界目標達成に向けた国際協力推進
・気候変動による災害激甚化に係る適応の強化事業
・民間企業による気候変動適応支援
・ロス＆ダメージ対策に係る国際貢献方策等のあり方検討事業
・1.5℃上昇の世界を見据えた気候変動影響評価・適応策検討・発信業務
・国民参加による気候変動情報収集・分析事業

① 気候変動適応法・適応計画を効果的・効率的に実行する。
② 地域における適応を推進する。
③ 気候変動に脆弱な開発途上国において、能力強化や官民連携を通じて国際協力を推進する。
④ 気候変動を踏まえて将来の台風に係る影響評価を実施し、激甚化する気象災害への対策の充実を図る。
⑤ 民間企業における適応を促進する。
⑥ ロス＆ダメージ対策に係る国際貢献方策等の検討により効果的・効率的な国際協力の推進を図る。
⑦ 1.5℃上昇の世界を見据え気候変動の影響評価と適応策の検討を進めることにより、効果的・効率的な適応策の推進を図る。
⑧ 気候変動に関する国民の理解を促進する。

気候変動影響への適応取組を強化し、安全・安心で持続可能な社会の構築を目指します。

【令和6年度予算（案） 700百万円（732百万円）】

民間事業者・団体、地方公共団体 等

平成18年度～

環境省 地球環境局 総務課 気候変動適応室 電話：０３－５５２１－８２４２

■請負委託先

30



ゲリラ豪雨対策フォローアップ分科会
活動報告

令和6年2月

一般財団法人日本気象協会
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4

ゲリラ豪雨対策フォローアップ分科会 概要
近畿地域

テーマ：局地的大雨による市街地水災リスク増大への適応
気候変動の影響により、局地的豪雨の頻度・強度が増し、将来的にはさらに激甚化することが予想されていることから、
市街地での水災リスク評価のニーズが高まっている。これらの背景のもと、昨年度までの3カ年において検討が実施された
ゲリラ豪雨対策分科会では、ゲリラ豪雨対策に関する3つの適応アクション(重点プロジェクト)を含む広域アクションプラン
が策定された。
今年度は、追加データや知見の収集、実例の創出、各重点プロジェクトの実施状況に関する情報共有を行い、広域ア
クションプランの推進を加速する。

<アドバイザー> <メンバー>
座長：京都大学防災研究所

気象・水象災害研究部門
所長・教授 中北英一
(水文気象災害)

副座長：香川大学創造工学部
准教授 竹之内健介
(災害リスクコミュニケーション)

※敬称略

<推進体制>

令和6年2月現在
種別 メンバー

地方公共団体 滋賀県、京都府、大阪府、和歌山県、京都市、大阪市
地方支分部局 近畿地方整備局、大阪管区気象台
研究機関 国立環境研究所、滋賀県琵琶湖環境科学研究センター
地域気候変動適応センター 滋賀県気候変動適応センター、おおさか気候変動適応センター、

京都気候変動適応センター、兵庫県気候変動適応センター
地域地球温暖化防止活動
推進センター

地球温暖化防止活動推進センター（京都府、大阪府、兵庫県、
奈良県、和歌山県、大津市）
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5

ゲリラ豪雨対策FU分科会 実施スケジュール（令和5年度）

【令和5年度 スケジュール】

項目 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

近畿広域協議会
ゲリラ豪雨対策FU分科会
重点プロジェクト①

施設のゲリラ豪雨対策の実施状況
の整理と対策推進
重点プロジェクト②
ゲリラ豪雨関連情報の
有効活用検討

重点プロジェクト③
ゲリラ豪雨対策に関する啓発・教育

アドバイザリー委員会

適応全国大会

機関連携の推進 啓発・教育の実施

有効活用実証 取りまとめと課題検討

アクションプランの展開 追加調査等

意見交換会

3月中旬

1月15日

2月27日12月21日 第1回分科会

2月7日 第11回9月5日 第10回

近畿地域
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6

ゲリラ豪雨対策FU分科会 実施スケジュール(3カ年)

①近畿の198基礎自治体へ配布した広域アクションプランを関連部局へ展開
必要に応じて、流域治水協議会への協力も依頼

②今年度も宇治市の2校(南宇治中学校、黄檗中学校)にて豪雨情報活用実証
令和6年度以降の拡張展開も見据えた実施

③神戸市の「人と防災未来センター」、市民団体(7月28日を「子どもの命を守
る日」に 実行委員会)等と連携し、ゲリラ豪雨に関する啓発教育を実施する。

近畿地域
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7

ゲリラ豪雨対策FU分科会 広域アクションプラン

昨年度までに策定されたゲリラ豪雨対策分科会の広域アクションプラン

適応アクション 主なターゲット 適応アクション詳細

① 施設のゲリラ豪雨対策の実施
状況の整理と対策推進

地方公共団体(道路系部局、公園
等管理部局)
施設管理者
ビル管理者

 豪雨対策状況の取りまとめと
情報共有

 施設の豪雨対策促進

② ゲリラ豪雨関連情報の有効活
用検討

地方公共団体(環境系部局、危機
管理部局、防災系部局、道路系部
局)
指定施設管理者、工事業者
教職員・生徒、一般住民

 豪雨関連情報の取りまとめと
利用方法に関するマニュアル
の整備

 豪雨情報活用実証事例の
展開と活用促進

 実証結果・課題を踏まえた
適応アクションへの反映

③ ゲリラ豪雨対策に関する啓発・
教育

地方公共団体(環境系部局、危機
管理部局)
地域気候変動適応センター、各府
県温暖化防止活動推進センター、
教職員・生徒、一般住民

 他機関との連携
 啓発教育の実施
 啓発パンフレット等の作成・

配布

近畿地域
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8

2.ゲリラ豪雨関連情報の活用実証

豪雨関連情報の活用想定
活用法 活用想定
①アンダーパスの監視 自治体職員(県道等)
②地下街への浸水防止 交通局、地下街管理者
③屋外施設の監視 指定施設管理者
④学校教育現場での利用 教職員・生徒
⑤工事現場の安全確保 工事業者(発注自治体)
⑥日常生活 一般住民

豪雨関連情報の有効活用について

豪雨関連情報の活用想定の中から、「学校教育現場での利用」の実証として、
昨年度に引き続き宇治市の中学校
(黄檗中学校、南宇治中学校)における授業・実証実験を実施した。

近畿地域

36
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近畿地域

実施方法
 中学校へのモニター+スマートフォンによるXRAIN観測サイト閲覧
 記録用紙とGoogleフォームを用いて記録 ⇒ 先生方の負担を増やさない実施方法

拡張性検討
 他地域・他対象への展開
 自律的実行方法の検討

実施期間
 事前授業(事前アンケート)：7月13日、14日、18日に実施(クラスごとに各1時限の授業)
 ゲリラ豪雨関連情報の活用実証：2023年7月(梅雨明け)～11月末まで
 振り返り授業(事後アンケート)：学校ごとに1時限の授業を11月30日に実施

実施対象
宇治市の南宇治中学校2年生3クラス88名、黄檗中学校1年生3クラス90名

2.ゲリラ豪雨関連情報の活用実証(今年度の実施内容)

37
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2.中学校における豪雨情報有効活用の実証(記録内容)
近畿地域

＜豪雨関連情報の有効活用検討＞：中学校における実証

図.豪雨記録用紙の内容

QRコードを掲載した
アクセスしやすい工夫

38
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2.中学校における豪雨情報有効活用の実証(事前アンケート)
近畿地域

＜豪雨関連情報の有効活用検討＞：中学校における実証
(1)ゲリラ豪雨とXRAINについて
①ゲリラ豪雨のこと
を知っていましたか？

②XRAINのことを知っていましたか？

・ゲリラ豪雨については、おおよそ認知されている一方で、XRAINの認知度は低い39
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2.中学校における豪雨情報有効活用の実証(事前アンケート)
近畿地域

＜豪雨関連情報の有効活用検討＞：中学校における実証

(2)気候変動(地球温暖化)について
気候変動に対する実感

暑さの変化を実感している生徒が多く、ゲリラ豪雨の増加や梅雨の雨の増加
を実感している生徒も半数以上いる

40
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2.中学校における豪雨情報有効活用の実証(豪雨事例)
近畿地域

主な豪雨事例①
8月24日13時～16時頃

XRAIN 地上天気図

南からの暖湿流が入りやすく、猛烈な雨
雨雲は南から北へ動いていた。

41
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2.中学校における豪雨情報有効活用の実証(豪雨事例)
近畿地域

主な豪雨事例②
8月25日14時～17時頃

XRAIN 地上天気図

前日に引き続き南からの暖湿流が入りやすく、非常に激しい雨。
雨雲は南から北へ動いていた。42



15

2.中学校における豪雨情報有効活用の実証(記録内容)
近畿地域

・豪雨情報活用事例の共有(行動変化)
家にいるとき 外にいるとき 学校にいるとき
・窓を閉めた
・外出を控えた
・傘を持って出掛けた
・洗濯物を取り込んだ

・屋根のあるところで、少し
雨宿りをしてから帰った
・すぐ帰った
・帰る時間を遅くした

・雨の音が聞こえたので、外を見
た
・そのまま学校に留まり、雨が止
むのを待った

・主な気づき
雲(雨雲)について
・強い雨雲が点在している、豪雨も複数に分かれている
・南北に長い雲になっている
・小さい雲がいくつか繋がっている
・周りに雨雲があるので、これから雨が降るかもしれない
・短時間で、雨の強さが急激に変化した
・一部の地域だけ降っていた
・だんだんと空が暗くなってきた

その他
・家では、雷だけが鳴っていて、雨は降っていなかった
・すぐ止んだが、また降り出した
・朝は晴れていたのに、今は強い雨が降っていて雲の移動速度が速い43
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2.中学校における豪雨情報有効活用の実証(事後アンケート)
近畿地域

＜豪雨関連情報の有効活用検討＞：中学校における実証
(1)ゲリラ豪雨とXRAINについて
ゲリラ豪雨(上)やXRAIN(下)に対する理解や関心は深まりましたか？

約70%(XRAIN)、約80%(ゲリラ豪雨)の生徒が理解や関心が深まったと回答44
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2.中学校における豪雨情報有効活用の実証(事後アンケート)
近畿地域

＜豪雨関連情報の有効活用検討＞：中学校における実証
(1)ゲリラ豪雨とXRAINについて

XRAINの確認頻度

XRAINの確認は、「大雨のときだけ」という生徒が多かった
⇒雨が降ってきてから確認する生徒が多い

45



18

2.中学校における豪雨情報有効活用の実証(事後アンケート)
近畿地域

＜豪雨関連情報の有効活用検討＞：中学校における実証
(2)XRAINと気候変動について
①これからの生活でXRAINを使ってみたいと思いますか？(上)
②気候変動のことを考えるようになりましたか？(下)

半数以上の生徒がこれからも
XRAINを使ってみたいと回答
約70%の生徒が気候変動のこ
とを考えるようになったと回答
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2.中学校における豪雨情報有効活用の実証(事後アンケート)
近畿地域

＜豪雨関連情報の有効活用検討＞：中学校における実証
(3)気候変動に対する実感

暑さの変化を実感している生徒は変わらず多いが、ゲリラ豪雨の増加や梅雨
の雨の増加を実感している生徒は事前アンケート時よりもやや減った

47
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近畿地域3.ゲリラ豪雨対策に関する啓発・教育
神戸市人と防災未来センターにおける企画展示を実施予定

企画展の
実施場所 人と防災未来センター展示全体図48
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近畿地域

次年度(2024年度)の展示内容(内容)

項目 内容
実施時期 暖候期(6月～9月末まで)

※都賀川水難事故発生の7月28日を含む
実施展示規模 2023年9月1日～開催されている「関東大震災100年」の企画

展示と同規模(同スペース)
展示予定内容 パネル展示を中心とする、都賀川水難事故に関する啓発展示

映像を用いた啓発も含む
実施者 気候変動適応近畿広域協議会ゲリラ豪雨対策フォローアップ分

科会、
7月28日を「子どもの命を守る日」に 実行委員会

企画展示について

常設展示について
・一部の水害写真のスペースに、都賀川水難事故の写真を追加もしくは差替え
・将来的には、常設展示のエリアにも都賀川水難事故に関する展示を追加

3.ゲリラ豪雨対策に関する啓発・教育
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近畿地域
3.ゲリラ豪雨対策に関する啓発・教育

パネル展「都賀川水難事故から防災を考える」 (7月28日を「子どもの命を守る日」に 実行委員会)
⇒代表者：谷口美保子様 毎年、都賀川水難事故があった日頃に、パネル展を実施されている。

主にローカルで活動されているが、人と防災未来センターでの展示を共同実施予定

50
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近畿地域

成人向けだけでなく、子ども向けのパネルも展示
スペース等も考慮しつつ、各10枚程度を予定

展示パネル(例)

3.ゲリラ豪雨対策に関する啓発・教育

51



24

近畿地域

展示内容(例)

都賀川水難事故当時の映像(オリジナル資料：数分程度)、
最新の豪雨観測技術(XRAINやフェイズドアレイレーダー観測)
既存Webサイトの紹介等

3.ゲリラ豪雨対策に関する啓発・教育

52



３．啓発・教育 風水害24ワークショップ 開催概要
近畿地域

＜風水害２４について＞
大規模風水害の接近から直撃・通過までの24時間をリアルに体験することを通じて、風水害発生時に必要な知識を
学び、適切な判断や行動ができるような、風水害リテラシーを高めるプログラム

＜開催概要＞
日時：令和6年1月23日（火）14時～16時30分
会場：近畿地方環境事務所 会議室AB(桜ノ宮合同庁舎4階)
参加者：計22名（地方公共団体、民間企業関係者等）

１．開会挨拶・概要説明(近畿地方環境事務所 環境対策課)
２．風水害２４体験 （ファシリテーター：JOY&JOIN 代表 乾 昌志 氏）
（１）ルール説明
（２）風水害24体験
（３）意見交換
（4）ファシリテーターからのフィードバック
３．講評 （龍谷大学社会学部 准教授 川中 大輔 氏）
４．まとめ（近畿地方環境事務所 環境対策課)
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３．啓発・教育 風水害24ワークショップ 開催結果
近畿地域

＜参加者からの主な意見＞
・「いつ」「どの」行動をとるかが結果（生死）に大きく関わったと思う。正解がないことがこのゲームや実際の災害時
の難しさだと感じた。
・避難に必要な最低限の荷物は、早い段階で準備しておくべきだと思った。
・ハザードマップの情報を早いうちに入手できたため、それが今後の行動の指針になった。私は早急に危険な場所か
ら避難したが、もし取り残された地域住民がいたらと後から気になった。そういった行動選択の難しさを考える機会
となり、有意義であった。
・他の方の話を聞いていると、設定されていた「専用アクション」を達成しようとして良くない結果になった場合が多
いと感じた。逆に、自分自身の避難を優先した方は、多くライフポイントを残しながらも地域住民を救うことができて
いるようだ。まずは自分の命を優先し、そのうえで手の届く範囲の人を助けるということが大切だと学んだ。

＜ファシリテーターからのフィードバック＞
・ハザードマップを入手しても避難所の場所がわからない、という方は実際にもいると思われる。ハザードマップの
情報をどう読み込むか、書かれている情報は頼りになるためしっかり読み込むことが重要。
・今回のゲームは10ターンの縛りがあるが、実際には台風の襲来をもっと早く把握できる。事前の備えが大切。
・自発的に逃げる人が多くいるなど、防災への意識が高い地域が増えると、本当に公助が必要なところにピンポイン
トかつ素早く辿りつくことにつながるだろう。

＜有識者からの講評＞
・実際の災害時と同様に、優先順位がタイムラインの中で変わることが体感できる内容で良かったと感じた。ゲーム
を通じて、災害発生時の迅速な判断や行動、そのための事前準備の必要性に気づかされた。
・実際の行動時には迷うことがあるが、自身の迷いの感情を予測できれば、有事の際に比較的落ち着いて行動でき
るかもしれない。
・ゲーム中での行動判断の理由や判断の際に生じた葛藤を共有することも大事。
・正常性バイアスにより、ネガティブなメッセージは受け取られにくい。防災啓発の際にも、意識的にポジティブな
メッセージを合間に加えることで、行動につながりやすいのではないだろうか。
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